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Abstract
 　In this gravel beach（photo 1）, the most abundant gravel are cobbles. To consider the 
grain shape, we measured the long, intermediate and short axes of the cobbles. Grain size 
is expressed as the intermediate value, the grain sizes of 100 cobbles in １m2 are 4.0 ～
13.5 ㎝（fig.1）． Zingg’s classification of grain shape are examined（fig.2）． The relationship 
between grain size and sphericity of the cobbles is not clear（fig.3）． 
　 We set the bricks and andesites on the gravel beach. These bricks and andesites might 
be shifted to the north by the waves. Abrasion of the bricks and andesites are 8.1 ～ 8.4%
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淡紫色輝石安山岩を，大きさ約７～15cm で約 0.7 ～2.5kg に割ったもの（輝石安山岩）を試
料とし，赤，青，黄色ペンキでマークをつけた。なお，試料の比重は，赤レンガが2.2～2.3（平
写真３　｢大礫｣の大きさと形態（横幅 58cm） 写真４　「中礫」の大きさと形態（横幅 57cm）
14 3近藤　　寛・冨来奈央美・上原　貴之
均 2.2），輝石安山岩が 2.3 ～ 2.6（平均 2.4）であった。
　試料の重量は，骨材の吸水率試験でもちいられている表面乾燥飽和状態（表乾状態）の
ものである。測定された吸水率は，1/2 赤レンガ 10 個が 9.5～13.2％（平均 11.5％）であり，





　設置した試料は，小江町小江の礫浜に 1/2 赤レンガ５個，1/8 赤レンガ５個，輝石安山岩









13.5 cm であり平均は７ cmであった（写真３）。また，「中礫」の大きさは 1.6 ～ 4.1 cm であ
り平均は2.7cmであった（写真４）。なお，重量については，「大礫」が110～2179ｇ（平均490ｇ），

























1/8 赤レンガAは南へ５ｍ，北へ 12ｍの移動があった。平成 21 年 11 月 11 日に設置した輝






　柿泊町向町の礫浜に，平成 21 年 11 月６日に設置した赤レンガは，調査終了の 74 日後に
1/2 赤レンガ７，８，1/8 赤レンガ E，Hを回収した。この間に，1/2 赤レンガ７は陸側へ























赤レンガ 6，8，7，1/8 赤レンガ E，H，輝石安山岩 3である。なお，1/2 赤レンガ 6は平成
21 年 7 月 13 日から 190 日後に回収したものである。左下の 1/8 赤レンガ Eは 74 日間で






　「大礫」の大きさの度数分布（第１図）は，4.0 ～ 13.5 cm（平均７cm）であった。礫の形
態分類はZingg（1935）の方法に従った（第２図）。また，礫の大きさと球形度の関係（第３図，
第１表）を示した。礫の大きさと球形度の間には関係はみられない。度数分布が多い大き
さの礫において，その大きさの礫は球形度が大きな礫の数が多くなっている。
　礫浜に1/2，1/8赤レンガ，輝石安山岩の試料を設置し，礫の移動と磨耗を調べた（第４図，
第２表）。設置した礫は，汀線に沿って北側へ移動していると考えられた。設置した日数が
写真５　1/2、1/8 赤レンガと輝石安山岩３の磨耗 写真６　礫浜にある火山角礫岩の磨耗
18 7近藤　　寛・冨来奈央美・上原　貴之
少ないものは減量が大きく，日数が増えるにつれて減量が小さくなる傾向があった。
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